
認
知
症
予
防

の
た
め
の

「
脳
ト
レ
」
問
題
集
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文
春
ム
ッ
ク
一
定
価
（
本
体8
8
0

円
＋
税
）

認
知
症
の
親
を
自
宅
で
看
取
る
に
は

間
違
い
だ
ら
け
の
「
介
護
施
設
」
選
び

徘
徊
．
妄
想
・
暴
言
に
は
理
由
が
あ
る

深
層
ル
ポ
「
介
護
殺
人
」
の
現
場

]
の
す
べ
て

「
歩
幅
」
で
認
知
症
リ
ス
ク
が
わ
か
る

「
歯
」
と
「
食
事
」
が
ボ
ケ
防
止
の
命

「
ア
ロ
マ
」
と
「
筋
ト
レ
」
で
脳
を
活
性
化

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
「
ポ
ケ
暴
走
」
は
こ
う
防
ぐ

唯
川
恵
・
中
島
京
子

篠
田
節
子
・
姫
野
カ
オ
ル
コ
他

阿
川
佐
和
子
藷
翡
移
忙
入
門



解答

ー

第
3

章

認
知
症
の
原
因
と
は
何
か
。
根
本
的
な
治
療
法
は
あ
る
の
か
。

発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
新
薬
の
開
発
ま
で
、
治
療
の
最
前
線
を
報
告
。

最
新
治
療
の
最
前
線

アルツハイマー病
とは→P62
虎の門病院院長・
東京大学名誉教授

大内尉義氏

ァロマセラピー
療法→P70
鳥取大学医学部教授

浦上克哉氏

問題行動には
漢方薬→P78
慶應義塾大病院
漢方医学センター教授

渡辺賢治氏

M
C

ー
（
軽
度
認
知
障
害
）
に
な
る

と
、
空
間
を
正
確
に
把
握
す
る
機
能

が
衰
え
ま
す
。
視
空
間
機
能
を
司

る
、
脳
の
頭
頂
葉
の
働
き
が
低
下
す
る

た
め
で
す
。
こ
れ
は
視
空
間
機
能
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
方
向
感
覚
」
を
鍛
え
る

問
題
で
す
。
左
右
の
位
置
だ
け
で
な

く
、
食
器
や
ナ
イ
フ
な
ど
の
方
向
も
考

え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ポ
イ
ン
ト

は
、
点
対
称
の
位
置
に
置
く
と
い
う
こ

と
に
気
づ
く
か
ど
う
か
、
で
す
。

M
C

ー
に
な
る
と
、
た
く
さ
ん
の
中
か

ら
ひ
と
つ
の
も
の
を
探
し
出
す
こ
と
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
見
つ
け

出
す
力
」
を
ア
ッ
プ
す
る
問
題
で
す
。

イ
ス
は
簡
単
に
解
け
た
と
思
い
ま
す

が
、
メ
ガ
ネ
に
な
る
と
、
半
分
以
上
が

途
切
れ
て
い
る
の
で
難
し
く
な
り
ま

す
。
万
年
筆
は
、
黒
い
部
分
と
白
い
部

分
の
ど
ち
ら
が
形
を
示
し
て
い
る
の
か

が
わ
か
り
に
く
く
、
さ
ら
に
難
易
度
が

上
が
り
ま
す
。

2
 

3
 

「
情
報
」
を
選
び
取
る
問
題
で
す
。

私
た
ち
は
ふ
だ
ん
何
気
な
く
カ
レ
ン
ダ

ー
を
見
て
、
日
に
ち
ゃ
予
定
を
確
認
し

て
い
ま
す
が
、
，
そ
の
過
程
で
、
横
に
配

置
さ
れ
た
曜
日
と
、
縦
に
配
置
さ
れ
た

週
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
見
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
専
門
的
に
は
「
空
間
定
位
」
の
能

力
と
言
い
ま
す
。
縦
横
の
方
向
に
効
率

的
に
視
線
を
向
け
た
り
、
直
線
上
を
ぶ

れ
る
こ
と
な
く
視
線
を
走
ら
せ
た
り
す

る
と
き
、
脳
は
活
発
に
働
い
て
い
ま
す
。

出典：朝田隆『効＜！「脳トレ」プックJ（三笠書房）
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靱知症に‘‘効く、、クスリを探せ

表 1 認知症の治癒薬

薬剤名 アリセプト レミニール イクセロンパッチ、 メマリー
ー リバスタッチパッチ

（一般名） （ドネペジル） （ガフンタミン） （リバスチクミン） （メマンチン）

対象 軽度高度 軽度中等 軽中等 中等

脳内に増加したグ
薬が効く仕組み 袖麟伝達物質であるアセチルコリンの量を維持するよ ルタミン酸を抑え

つに働く る

錠剤、口腔内崩
形態 壊錠、ゼリー剤錠剤、口腔内崩 貼り薬 錠剤、口腔内崩壊

など 壊錠、内用液 錠

飲み始めはめまい

主な副作用 吐き気、食欲不振、下痢など。稀に 皮虜のかぶれ が起きることもあ
心臓に異常が起きることもある る。頭痛や便秘、

食欲不振など

対象 軽度 向度 軽度 中等度 軽度 中等度 中等度 向

※メモリークリニックお茶の水朝田隆医師監修

間
題
行
動
の
抑
制
に
は
漢
方
薬
が
オ
ス
ス
メ

認
知
症
に
瓜
効
く5
ク
ス
リ
を
探
せ

現
在
の
抗
認
知
症
薬
は
症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
だ
け
で
、

病
気
の
完
治
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、

副
作
用
の
懸
念
が
あ
り
、
患
者
や
家
族
の
不
満
は
強
い
。

本
当
に
品
効
く
~
ク
ス
リ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

病
院
で
認
知
症
と
診
断
さ
れ
れ
ば
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
脳
ト
レ
を
勧
め
ら

れ
る
と
同
時
に
、
抗
認
知
症
薬
が
処
方
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
体
、
ど
ん
な
薬
な

の
だ
ろ
う
。

現
在
、
「
抗
認
知
症
薬
」
と
い
わ
れ
る

も
の
は
、
表
1
に
示
し
た
▽
ア
リ
セ
プ
ト

（
一
般
名
：
ド
ネ
ペ
ジ
ル
）
▽
レ
ミ
ニ
ー
ル

（
一
般
名
：
ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン
）
▽
イ
ク
セ
ロ

ン
パ
ッ
チ
／
リ
バ
ス
タ
ッ
チ
パ
ッ
チ
（
一

般
名
芦
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
）
▽
メ
マ
リ
ー

（
一
般
名
：
メ
マ
ン
チ
ン
）
の
四
種
類
。
ど

の
薬
も
認
知
機
能
の
低
下
を
抑
制
す
る
効

果
が
あ
る
が
、
作
用
の
違
い
が
あ
る
。
ア

リ
セ
プ
ト
、
レ
ミ
ニ
ー
ル
、
イ
ク
セ
ロ
ン

パ
ッ
チ
／
リ
バ
ス
タ
ッ
チ
パ
ッ
チ
の
三
種

は
、
認
知
症
患
者
の
脳
内
で
減
っ
て
い
る

神
経
伝
達
物
質
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
を
補
う

よ
う
に
働
き
、
メ
マ
リ
ー
は
過
活
動
状
態

に
な
っ
て
い
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
い
う
物

質
を
正
常
な
状
態
に
す
る
。

四
種
類
の
治
療
薬
の
う
ち
最
初
に
発
売

「
ア
リ
セ
プ
ト
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
患
者
に
処
方
さ
れ
て
き
た

と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
レ

ミ
ニ
ー
ル
は
効
能
が
長
期
間
持
続
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ク
セ
ロ
ン

パ
ッ
チ
な
ど
の
よ
う
な
貼
り
薬
は
、
多
剤

多
量
で
こ
れ
以
上
薬
が
増
や
せ
な
い
人
に

向
い
て
い
ま
す
」

用
法
の
違
い
も
あ
る
。
ア
リ
セ
プ
ト
は

一
日
一
回
の
服
薬
で
済
み
、
レ
ミ
ニ
ー
ル

は
一
日
二
回
。
本
人
が
自
分
で
飲
め
る
の

か
、
周
囲
が
服
薬
を
手
伝
う
必
要
が
あ
る

の
か
な
ど
、
患
者
の
生
活
習
慣
や
環
境
に

よ
っ
て
も
薬
の
選
択
が
変
わ
っ
て
く
る
。

注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
ア
リ
セ
プ
ト

と
レ
ミ
ニ
ー
ル
は
消
化
器
系
の
副
作
用
が

出
る
こ
と
が
あ
る
。
貼
り
薬
で
あ
る
イ
ク

セ
ロ
ン
パ
ッ
チ
／
リ
バ
ス
タ
ッ
チ
パ
ッ
チ

は
皮
膚
の
か
ゆ
み
が
出
や
す
い
が
、
家
族

が
「
薬
を
貼
っ
て
い
る
」
こ
と
が
一
目
で

分
か
る
た
め
、
確
認
が
し
や
す
い
と
い
う

さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
の
ア
リ
セ
プ

ト
。
十
年
余
り
の
間
は
こ
の
一
種
類
で
、

二
0
―
一
年
に
レ
ミ
ニ
ー
ル
、
イ
ク
セ
ロ

ン
パ
ッ
チ
／
リ
バ
ス
タ
ッ
チ
パ
ッ
チ
、
メ

マ
リ
ー
が
加
わ
っ
た
。

「
四
種
の
薬
の
う
ち
、
メ
マ
リ
ー
は
ほ
か

の
薬
と
の
併
用
が
可
能
で
す
が
、
残
り
の

三
種
は
同
時
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
」
と
、
メ
モ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
お
茶
の

水
（
東
京
都
文
京
区
）
院
長
の
朝
田
隆
医

師
が
解
説
す
る
。

1
1
 .
.
 

iy _

_

 

. 

四
種
類
と
も
少
量
か
ら
服
薬
を
開
始

し
、
一
定
期
間
内
に
最
大
四
倍
ま
で
増
や

す
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
増

量
し
て
い
く
な
か
で
「
歩
行
障
害
や
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
症
状
が
表
れ
た
り
、
暴
力
や
暴

言
な
ど
の
副
作
用
が
強
く
出
る
」
と
指
摘

す
る
専
門
家
の
声
が
あ
る
。

例
え
ば
ア
リ
セ
プ
ト
の
添
付
文
書
（
用

法
・
用
量
）
に
は
、
ア
ル
ッ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
に
お
け
る
症
状
の
進
行
抑
制
の
場

合
、
「
一
日
一
回
三
ミ
リ
か
ら
開
始
し
、

一
ー
ニ
週
間
後
に
五
ミ
リ
に
増
量
し
、
経

口
投
与
す
る
。
高
度
の
ア
ル
ッ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
患
者
に
は
、
五
ミ
リ
で
四
週
間

以
上
経
過
後
、
一
〇
ミ
リ
に
増
量
す
る
」

と
あ
る
。

「
少
量
で
は
効
き
に
く
い
が
、

ア
リ
セ
プ
ト
は
「
怒
り
」
が
増
す
？

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

て

さ
さ
い
え
り
こ

笹
井
恵
里
子

（
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

(79) (78) 
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ー
ー
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ー
と
叶
叩
す
の
は
、
浴
風

h

閣
聞
輩
区
）
精
神
科
の
須
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'
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' 
I
I
d
w川
川
凡
見
、
右
肩
上
が
り
で
効
果

ー
川
ー
•
い
く
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
量

＂
ー
ー
ク
ぃ
（
な
っ
て
下
が
っ
て
い
き
ま

ず
o
r

い
ピ
ー
ク
が
”
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー

ン
（
J
i
本
は
五
ミ
リ
。
そ
れ
よ
り
薬
の

川

A
I
な
く
て
も
多
す
ぎ
て
も
、
効
き
に

く
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ

ー
ン
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
三
ミ
リ
以

ド
で
効
く
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
何
千
人
も
治
療
し
て
き
ま

し
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
か
ら
薬
を

増
や
す
ほ
ど
効
果
が
強
ま
る
と
い
う
印
象

は
あ
り
ま
せ
ん
」

ア
リ
セ
プ
ト
を
服
用
す
る
副
作
用
と
し

て
、
患
者
が
「
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
」
と
よ

く
い
わ
れ
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
続
け
て

須
貝
医
師
が
語
る
。

「
ア
リ
セ
プ
ト
は
認
知
機
能
低
下
の
進
行

た
め
、
現
在
の
”
進
行
を
抑
制
す
る
“
抗

認
知
症
薬
は
原
則
的
に
服
用
を
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、

M
C
I
の
時
期
に

根
本
治
療
薬
を
投
与
す
る
こ
と
で
、
認
知

症
の
発
症
を
予
防
す
る
と
い
う
試
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。

最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
新
薬
は
、
米
国

の
製
薬
企
業
バ
イ
オ
ジ
ェ
ン
社
が
手
が
け

る
「
ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
」
。
健
康
な
高
齢

者
か
ら
採
取
し
た
免
疫
細
胞
の
遺
伝
子
を

用
い
て
製
造
さ
れ
て
い
る
。
国
際
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
会
議
で
二

0
一
五
年
、
ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
の
初
期
の

臨
床
試
験
結
果
が
初
め
て
発
表
さ
れ
た
。

認
知
症
は
脳
神
経
細
胞
に
ア
ミ
ロ
イ
ド

B

（
老
廃
物
）
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
発
症
す
る
説
が
有
力
だ
が
、
ア
デ
ュ
カ

ヌ
マ
ブ
を
投
与
す
る
こ
と
で
蓄
積
す
る
ア

ミ
ロ
イ
ド
¢
を
除
去
し
、
認
知
機
能
の
低

下
が
緩
や
か
に
な
る
と
い
う
。

現
在
、
日
本
人
を
含
む
計
二
千
五
百
例

を
緩
や
か
に
す
る
作
用
が
あ
る
と
同
時

に
、
神
経
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
注
意
力
が

上
が
る
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
人
の
行
動
や
発
言
に
神
経
が
行
き
過

ぎ
、
文
旬
を
言
う
、
怒
る
と
い
う
マ
イ
ナ

ス
面
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。
服
薬
前
な
ら

ぼ
ん
や
り
受
け
取
っ
て
い
た
事
柄
に
つ
い

て
、
い
ち
い
ち
反
応
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
」

須
貝
医
師
は
、
患
者
に
攻
撃
性
が
見
ら

れ
た
時
点
で
、
ま
ず
は
「
薬
を
や
め
る
」

方
法
を
と
る
。
服
薬
中
断
で
穏
や
か
に
な

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

八
千
代
病
院
（
愛
知
県
）
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
長
の
川
畑
信
也
医
師
は
、

「
薬
の
過
剰
効
果
」
を
説
く
。

「
ア
リ
セ
プ
ト
を
服
用
し
て
『
明
る
く
な

っ
た
』
と
い
う
よ
り
も
、
逆
に
『
怒
り
っ

ぽ
く
な
る
』
と
い
う
ケ
ー
ス
は
、
薬
の
効

果
が
出
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
薬
の
量
を
減
ら
し
た
り
、
一
日
置
き

以
上
の
患
者
を
対
象
に
臨
床
試
験
が
実
施

さ
れ
、
終
了
は
二
二
年
を
予
定
。
試
験
結

果
を
待
ち
望
む
患
者
や
家
族
も
多
い
だ
ろ

゜

ぶ
つ

認
知
症
に
関
し
て
世
界
中
を
取
材
し
、

最
新
の
知
見
を
N
H
K

ス
ペ
シ
ャ
ル
「
認

知
症
革
命
」
な
ど
で
紹
介
し
て
き
た
N
H

K

チ
ー
フ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
青
柳
由
則

さ
ん
は
「
新
薬
開
発
は
思
わ
ぬ
副
作
用
が

起
き
た
り
、
最
終
段
階
の
臨
床
試
験
で
有

効
な
結
果
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
も
浮
腫
な
ど
が
疑
わ
れ

た
り
、
頭
痛
な
ど
の
副
作
用
で
脱
落
者
が

出
現
し
、
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
」

と
、
慎
重
な
見
方
を
示
す
。
青
柳
さ
ん
は

新
薬
開
発
の
最
前
線
か
ら
最
先
端
の
治
療

法
ま
で
を
、
著
書
『
認
知
症
は
早
期
発
見

で
予
防
で
き
る
』
（
文
藝
春
秋
）
に
ま
と

め
て
い
る
。

「
ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
に
似
た
薬
で
、
最
も

開
発
が
進
ん
で
い
た
薬
『
ソ
ラ
ネ
ズ
マ

に
服
薬
す
る
な
ど
、
患
者
の
状
態
や
体
格

を
考
慮
し
て
慎
重
に
処
方
し
て
い
く
姿
勢

が
必
要
で
し
ょ
う
」

ど
の
薬
を
ど
の
量
使
っ
て
も
、
「
効
果

は
わ
ず
か
」
だ
と
須
貝
医
師
は
強
調
す

る
。「

現
在
の
抗
認
知
症
薬
は
、
治
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
認
知
機
能
低
下

を
防
ぐ
た
め
に
服
薬
す
る
の
で
す
が
、
注

意
力
が
上
が
っ
て
余
計
な
こ
と
に
気
づ
い

て
文
句
を
言
う
よ
う
に
な
る
の
で
は
意
味

が
な
い
。
真
に
薬
が
効
い
た
と
い
え
る
の

は
、
判
断
力
が
正
確
に
な
り
、
正
常
な
状

態
に
戻
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

今
、
各
製
薬
会
社
が
認
知
症
の
治
療
薬

開
発
の
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
認
知

症
の
前
段
階
で
あ
る
「
軽
度
認
知
障
害

(
M
C
I
)」
は
「
病
気
で
な
い
」
状
態
な

ブ
』
も
、
最
終
段
階
の
臨
床
試
験
で
認
知

能
力
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
ず
、
先
日
開
発
中
止
を
発
表
し
ま
し

た
。
新
薬
の
開
発
は
か
な
り
混
迷
し
て
い

ま
す
」一

方
で
、
す
で
に
他
の
病
気
で
使
わ
れ

て
い
る
薬
に
、
認
知
症
の
発
症
を
防
ぐ
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
。

「
軽
度
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
患

者
で
、
抗
血
小
板
薬
で
あ
る
『
シ
ロ
ス
タ

ゾ
ー
ル
』
を
服
用
し
て
い
た
人
で
は
、
認

知
機
能
の
低
下
が
抑
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
」
（
青
柳
さ
ん
）

い
わ
ゆ
る
血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
薬
で
あ
る

シ
ロ
ス
タ
ゾ
ー
ル
が
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
B

の

排
出
を
促
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現

在
、
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
治
験
が
行
わ
れ
、
効
果
が
認
め
ら
れ

れ
ば
二
0
ニ
―
年
に
は
シ
ロ
ス
タ
ゾ
ー
ル

が
M
C
I
に
も
適
用
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
と
い
う
。 期

待
が
高
ま
る
新
薬
の
開
発

(81) (80) 
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認知症治療において使われる主な漠方薬

薬名 症状や体質の条件 効能 注意すべき副作用
抑肝散 攻撃性がある人 怒りを鎮める むくみ、血圧上昇

抑肝散加陳皮半夏 抑向肝け散に比ぺて、少し胃腸が弱い人 怒りを鎮める むくみ、血圧上昇

酸棗仁湯 一般的に使える 不眠 むくみ、血圧上昇

加味帰牌湯 胃腸が弱い人 不眠 むくみ、血圧上昇

黄連解毒湯 体力があり、のぽせやすい人 イライラ、不眠 肝障害

八味地黄丸 胃腸が丈夫な人 元気を増す 胃腸障害

柴胡加竜骨牡蛎湯 体力のある人 イライラ、不眠 肝障害

釣藤散 高血圧の人 脳の血流を増す むくみ、血圧上昇

桂枝袂苓丸 のぽせやすい人 全身の血流を良くする 腹痛、下痢

人参蓑栄湯 全身倦怠が強い人 栄喪状態の改善 むくみ、血圧上昇

四君子湯 食欲不振、胃腸虚弱 食欲を増す むくみ、血圧上昇

※慶應義塾大病院漢方医学センター 渡辺賢治兼担教授監修

前
川
の
叫
川
探
師
も
「
シ
ロ
ス
タ
ゾ
ー

ル
U
‘
艮
年
別
の
疾
患
で
使
わ
れ
て
き
た

咄
C

、
安
全
性
は
高
い
。
し
か
も
、
こ
れ

よ
で
は
脳
梗
塞
の
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
ア
ル
ッ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
に
対
し
て
の
ほ
う
が
効

呆
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
る
」
と
期
待
を
込
め
る
。

だ
が
、
こ
れ
さ
え
飲
ん
で
い
れ
ば
大
丈

夫
と
い
う
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
。
特
に

血
管
の
壁
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
B

が
付
着
し
た

重
度
の
認
知
症
患
者
は
、
シ
ロ
ス
タ
ゾ
ー

ル
を
服
用
し
て
も
十
分
な
排
出
が
で
き
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
主
に
認
知
機
能
の
低
下
を

防
ぐ
薬
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。

認
知
症
に
は
記
憶
や
理
解
力
、
判
断
力

に
か
か
わ
る
「
中
核
症
状
」
と
、
中
核
症

イ
ラ
イ
ラ
や
不
眠
に
は
漢
方
を

今
の
と
こ
ろ
認
知
症
を
完
治
さ
せ
る
薬

は
な
い
。
症
状
の
進
行
を
ゆ
る
や
か
に
す

る
だ
け
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
西
洋
医
学
の
抗

認
知
症
薬
は
「
効
き
目
」
が
見
え
に
く

く
、
満
足
度
が
低
い
薬
と
い
わ
れ
て
い

る
。

薬
の
「
や
め
時
」
は
い
つ
か
？

状
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
周
辺
症

状
」
が
あ
る
。
抑
う
つ
や
不
眠
な
ど
の
問

題
行
動
（
周
辺
症
状
）
に
は
「
漢
方
薬
」

が
よ
く
効
く
と
い
う
。

認
知
症
治
療
に
お
い
て
最
も
よ
く
使
わ

れ
る
漢
方
薬
は
、
抑
肝
散
。
も
と
も
と
は

子
供
の
「
夜
泣
き
」
に
使
用
し
て
い
た
薬

で
、
攻
撃
性
が
強
い
患
者
に
使
用
す
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
周
辺
症
状
が
軽
減
で
き

る
と
い
わ
れ
る
。

慶
應
義
塾
大
病
院
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー

の
渡
辺
賢
治
兼
担
教
授
は
、
「
家
族
か
ら

感
謝
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
薬
。
険
し
い
表

情
か
ら
穏
や
か
な
顔
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

ま
す
ね
。
家
族
と
の
関
係
性
が
良
く
な

り
、
患
者
さ
ん
も
幸
せ
に
な
る
」
と
話

す
。
朝
田
医
師
は
、
”
怒
り
“
が
強
い
認

よ
く
か
ん
さ
ん
か
ち
ん
ぴ
は
ん
げ

知
症
患
者
に
「
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
」
を

処
方
す
る
。
抑
肝
散
よ
り
も
二
つ
成
分
が

増
え
た
だ
け
な
の
に
、
「
効
果
が
高
く
、

副
作
用
が
少
な
い
」
の
だ
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
薬
は
前
述
し
た
抗
認
知
症
薬

と
の
併
用
も
可
能
だ
。
確
実
に
認
知
機
能

を
上
げ
る
と
い
う
根
拠
は
な
い
も
の
の
、

ち
ょ
う
と
う

脳
の
血
流
を
増
す
と
い
う
漢
方
薬
「
釣
藤

さ
ん散

」
な
ど
も
あ
り
、
試
し
て
み
て
も
い
い

だ
ろ
う
。

し
か
し
、
安
全
と
思
わ
れ
る
漢
方
薬
で

も
、
副
作
用
が
起
き
る
こ
と
を
頭
に
入
れ

て
お
き
た
い
。
黄
連
解
毒
湯
で
は
肝
機
能

障
害
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
、
抑
肝
散
で

は
カ
リ
ウ
ム
値
が
下
が
る
「
偽
ア
ル
ド
ス

テ
ロ
ン
症
」
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
る
。

「
ほ
か
に
イ
ラ
イ
ラ
を
止
め
る
薬
と
し

さ
い
こ
か
り
ゆ
う
こ
っ
ぽ
れ
い
と
う

て
、
柴
胡
加
竜
骨
牡
蛎
湯
も
よ
く
使
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
か
ら
認
知
症
患
者
に
は
不
眠

の
症
状
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
昼
夜
逆

さ
ん
そ
う

転
し
て
し
ま
う
よ
う
な
タ
イ
プ
に
は
酸
棗

に
ん
と
う
か
み
き
ひ
と
う

仁
湯
、
胃
腸
が
弱
い
人
に
は
加
味
帰
牌
湯

お
う
れ
ん
げ
ど
く
と
う

を
処
方
し
ま
す
ね
。
黄
連
解
毒
湯
も
興
奮

し
て
い
る
状
態
を
落
ち
着
か
せ
る
薬
な
の

で
、
不
眠
の
症
状
に
使
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
」
（
渡
辺
兼
担
教
授
）

黄
連
解
毒
湯
は
認
知
機
能
の
低
下
を
防

ぐ
と
い
う
報
告
も
あ
っ
た
と
い
う
。な

の

漢
方
で
は
、
”
体
と
心
は
一
体
“

で
、
体
が
元
気
に
な
れ
ば
心
も
そ
れ
に
伴

う
と
い
う
考
え
方
。
全
身
状
態
を
良
く
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
認
知
機
能
が
改
善
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

は
ち
み
じ
お
う
が
ん

「
体
力
が
あ
る
人
に
は
八
味
地
黄
丸
、
体

力
も
栄
養
状
態
も
低
下
し
て
い
る
よ
う
な

に
ん
じ
ん
よ
う
え
い
と
う

人
に
は
人
参
養
栄
湯
を
使
っ
て
体
を
元
気

に
さ
せ
て
意
欲
を
促
し
ま
す
」

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
東
京
都
支

部
の
松
下
よ
り
子
さ
ん
も
、
「
薬
に
不
信
感

を
持
つ
患
者
や
家
族
が
多
い
」
と
話
す
。

前
出
の
川
畑
医
師
は
、
患
者
に
「
薬
は

お
守
り
が
わ
り
」
と
説
明
す
る
と
い
う
。

「
降
圧
剤
な
ど
の
よ
う
に
、
抗
認
知
症
薬

は
数
値
と
し
て
明
確
に
効
果
を
示
せ
ま
せ

ん
。
服
薬
す
る
と
M
M
S
E

（
認
知
機
能

テ
ス
ト
）
で
1

点
や
2

点
上
が
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
の

か
判
断
し
に
く
い
。
認
知
症
は
症
状
が
進

行
す
る
病
気
で
も
あ
る
こ
と
も
、
薬
の
効

果
を
一
層
見
え
に
く
く
し
て
い
ま
す
」

抗
認
知
症
薬
を
服
用
す
る
に
あ
た
っ

て
、
患
者
や
家
族
は
薬
の
「
や
め
る
時
」

を
悩
む
こ
と
が
多
い
。
ア
リ
セ
プ
ト
の
添

付
文
書
に
は
「
定
期
的
に
患
者
の
状
態
を

確
認
し
、
漫
然
と
投
与
し
な
い
」
と
記
載

さ
れ
る
。
明
確
な
時
期
は
示
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
個
々
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
。

朝
田
医
師
は
、
「
薬
を
中
止
す
る
か
ど

(83) (82) 
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認
知
症
と
生
き
る

徘
徊
や
妄
想
、
暴
言
・
暴
力
は
な
ぜ
起
き
る
の
か
。

認
知
症
に
な
っ
た
人
の
心
の
内
面
を
探
っ
て
み
る
と
…
…
。

徘徊には

目的がある→P86
ノンフィクションライター

奥野修司氏

力
は
総
合
的
に
考
え
る
こ
と
が
大

切
ー
と
い
う
。

「
服
薬
効
果
は
認
知
機
能
に
限
り
ま
せ

ん
。
認
知
機
能
を
測
る
テ
ス
ト
の
点
数
が

下
が
っ
た
と
し
て
も
、
患
者
さ
ん
の
顔
色

が
良
く
な
り
、
体
が
活
発
に
な
れ
ば
、
薬

が
効
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
要

介
護
1

や
2

で
、
そ
こ
そ
こ
の
認
知
機
能

が
保
た
れ
て
い
る
場
合
、
家
族
か
ら
の
要

望
で
薬
を
止
め
る
と
し
て
も
、
”
恐
る
恐

る
撤
退
“
す
る
よ
う
な
感
じ
で
、
徐
々
に

減
ら
し
て
い
く
。
効
い
て
い
た
人
ほ
ど
薬

を
止
め
た
途
端
、
急
速
に
症
状
が
悪
化
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
か
ら
」

当
た
り
前
だ
が
、
同
じ
患
者
で
服
薬
し

た
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
の
進
行
を

比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
川
畑
医
師

は
「
『
こ
の
薬
が
あ
る
』
と
い
う
思
い

が
、
家
族
の
気
持
ち
の
安
寧
に
つ
な
が
っ

て
い
る
」
と
し
つ
つ
、
「
薬
が
あ
れ
ば
大

丈
夫
と
過
度
な
期
待
は
抱
か
な
い
よ
う

若年性

アルツハイマー病→P99
若年性認知症問題にとりくむ会
「クローバー」副理事長・
日本認知症
ワーキンググループ共同代表

藤田和子氏

明
ら
か
に
認
知
機
能
が
低
下
し
て
し
ま

っ
た
場
合
、
西
洋
医
学
で
は
打
つ
手
が
な

い
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
。
し
か
し
、
漢
方

で
は
体
と
心
の
調
子
を
整
え
る
と
い
う
視

点
で
処
方
薬
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
、
患
者
が

ど
ん
な
状
態
で
あ
っ
て
も
、
状
況
に
応
じ

て
対
処
で
き
る
と
い
う
。

「
認
知
機
能
が
落
ち
て
か
ら
の
長
い
期
間

も
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
診
て
い
く

医
療
で
あ
り
た
い
」
と
前
出
の
渡
辺
兼
担

教
授
は
強
調
す
る
。

「
食
べ
て
く
れ
な
い
時
に
食
欲
が
増
す
よ

患
者
を
見
放
さ
な
い
医
療
を

に
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

認
知
症
治
療
全
体
に
お
い
て
、
薬
の
効

果
は
「
十
分
の
一
」
程
度
と
川
畑
医
師
は

話
す
。
薬
に
頼
り
き
ら
な
い
姿
勢
が
、
副

作
用
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な

が
る
の
だ
。

し
く
ん
し
と
う

う
な
人
参
養
栄
湯
や
四
君
子
湯
を
使
う
の

も
い
い
で
し
ょ
う
。
寝
た
き
り
に
な
っ
た

時
期
に
、
全
身
の
血
流
を
良
く
す
る
た
め

し
ぶ
く
り
よ
う
が
ん

足
の
色
で
判
断
し
て
相
枝
萩
苓
丸
を
処
方

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

認
知
機
能
改
善
だ
け
に
主
眼
を
置
く

”
攻
め
る
“
形
で
な
い
処
方
の
仕
方
。
そ

れ
は
最
後
ま
で
患
者
を
見
放
さ
な
い
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。
機
能
改
善
に
こ
だ
わ
る

と
、
薬
が
効
か
な
い
時
に
つ
ら
く
な
る
。

新
薬
登
場
に
期
待
し
つ
つ
、
”
お
守
り
“

代
わ
り
と
し
て
既
存
薬
を
、
患
者
の
心
身

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
漢
方
を
使
っ
て

は
ど
う
だ
ろ
う
。

認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
く
と
い
う
の

は
、
何
よ
り
本
人
が
「
我
を
忘
れ
て
い

く
」
と
い
う
底
知
れ
な
い
不
安
を
抱
え
て

い
る
。
す
る
と
、
そ
の
不
安
が
家
族
と
の

衝
突
を
生
み
出
す
。
た
と
え
認
知
機
能
が

落
ち
て
も
、
意
欲
を
保
ち
続
け
ら
れ
る
薬

の
使
用
や
ケ
ア
を
心
が
け
た
い
。

(84) 
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